
 

 

２０１８年度（平成３０年度）事業報告書 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで 

 

１．概況 

平成３０年度は、前年度からの重要事業を継続しつつ、当協会の目的とする水の衛生

に係る公衆衛生の向上と環境の確保を目指して、以下の事業を実施しました。 

 

（１）教育・資格事業 

●水利用設備環境衛生士の養成（新規受講） 

・水利用設備環境衛生士資格講習会の東京での開催は、 

 ４月１９日（木）於：日建学院新宿校 

１１月１３日（火）於：日建学院新宿校 

・水利用設備環境衛生士資格講習会の東京以外での開催は、 

  ４月１７日（木）於：日建学院武蔵小杉校（神奈川） 

  ５月１１日（金）於：日建学院船橋校（千葉） 

  ５月３１日（木）於：日建学院梅田校（大阪） 

  ５月３１日（木）於：名古屋ウインクあいち（愛知） 

  ６月 ７日（木）於：名古屋ＩＭＹホール（愛知） 

  ６月 ７日（木）於：日建学院横浜校（神奈川） 

  ７月２４日（火）於：日建学院福山校（広島） 

  ９月２８日（木）於：日建学院福山校（広島） 

 １０月２６日（金）於：日建学院船橋校（千葉） 

 １２月１８日（火）於：日建学院熊本校（熊本） 

  ３月１９日（火）於：日建学院神戸校（兵庫） 

平成３０年度の新規受講者数は２２４名。 

 

●水利用設備環境衛生士の養成（更新受講） 

平成３０年度の対象者は２７０名、更新講習受講者は３８名。 

 

（２）普及・啓発事業 

●水利用設備機器の衛生管理に関する機関誌の発行 

年４回（１月・４月・７月・１０月）発行した。  

発行部数は各回約１，３００部（うち行政へは約６３０部）。  

※メール版の送信は、７２施設  

●水利用設備の水質検査 

水質検査の実施は３２３件 



 

 

 

●部会・研究会の実施 

①空調機器の環境衛生管理に関する部会 

 開催は、６月４日（月）、８月２０日（月）、１０月２２日（月）、１２月１

７日（月）於：協会事務所 

以上を実施した。 

 

●水利用設備機器の衛生に関する研究会、講演会の開催 

・行政等への協力 

①広島県三原市保健所（三原市生活環境部 生活環境課）からの依頼により、

市内の公衆浴場営業許可施設及び旅館業営業許可施設の衛生管理者を対象

とする「入浴施設のレジオネラ症防止対策」の講習を担当した。 

開催は、６月２９日（金） 

②千葉県夷隅保健所（千葉県夷隅健康福祉センター 健康生活支援課）からの

依頼により、管内の入浴施設、宿泊施設、社会福祉施設、ゴルフ場等の営

業施設担当者を対象とする「平成３０年度レジオネラ症防止対策等地区別

衛生講習会」の講習を担当した。 

開催は、１０月２５日（木） 

③三重県津保健所（衛生指導課）からの依頼により、管内の入浴施設、宿泊

施設、社会福祉施設、スポーツ施設等の担当者などを対象とする「レジオ

ネラ症防止対策講習会」の講習を担当した。 

開催は、１０月３１日（水） 

④千葉県市川健康福祉センター（市川保健所）からの依頼により、一般公衆

浴場（銭湯）、温泉浴場（スーパー銭湯）、大型ホテル、高齢者施設、ス

ポーツ施設等の入浴施設事業者を対象とする「平成３０年度レジオネラ症

防止対策等衛生講習会」の講師を担当した。 

開催は、１１月７日（水） 

⑤香川県健康福祉部（高松市）からの依頼により、循環式浴槽を設置してい

る県内公衆浴場及び旅館業の営業者、掛け流し式の温泉入浴施設の他、特

定入浴施設である社会福祉施設の方を対象とする「平成３０年度レジオネ

ラ対策事業 入浴施設の衛生管理講習会」の講師を担当した。 

開催は、１月３０日（水） 

⑥多摩立川保健所（東京都立川市）からの依頼により、循環式浴槽を有する

社会福祉施設等（有料老人ホーム・特別養護老人ホーム・介護老人保健施

設）の施設担当者等を対象とする「平成３０年度レジオネラ対策講習会」

の講師を担当した。 



 

 

開催は、３月１日（金） 

⑦多摩小平保健所（東京都小平市）からの依頼により、公衆浴場、旅館(循環

式浴槽を持つ施設、プール経営者・管理者等)の関係者を対象とする「平成

３０年度レジオネラ症防止対策講習会」の講師を担当した。 

開催は、３月７日（木） 

 

（３）調査研究事業 

●調査研究助成 

４月～７月の間、ホームページに掲載するも、公募なく助成は実施しなかっ

た。 

 

（４）その他事業の報告 

「水利用設備環境衛生士」の講義内容を法政大学で実施  

法政大学生命科学部（小金井キャンパス）で、平成３０年度の「環

境安全化学」授業の１５週のうち第１１～１５週の５週分を使って

水環境における衛生管理について行われた。  

受講者数は約６０名。  

 

（５）会員の状況 

２０１９年（平成３１年）３月３１日現在の会員数は、正会員７１、賛助会員３

７、賛助会員（登録施設）９１。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


